
○5時下校 
  自分で考えて行動するためには、時間の確保が不可欠です。「忙 

しい」「もっとゆっくり過ごしたい」と感じている生徒が 65％、85％

と増加傾向にあり（ベネッセ教育総合研究所 2013）、中学生の生活

にはゆとりがないのが現状です。 

 矢掛中学校では、最終下校時刻を 5時と定め、放課後や家庭での

生活を計画的に過ごしてほしいと考えています。 

 

生徒アンケート 

（令和 5年 6月実施）           

                〇5時下校の良いところ 

                        （記述） 

                ・時間に余裕をもてるようになった 

                ・自分で考えて取り組む時間が増えた 

                ・時間があるから宿題も時間いっぱいでき 

                 て、習い事も余裕をもってできる 

                ・長い時間勉強できたり、自分がやらないと 

いけない家庭のことを時間いっぱいでき 

たりした 

 

 

 

（令和 6年 7月実施）         

〇5時下校の良いところ 

        （記述） 

 ５時下校になったことで、家庭学習の時 

間が増え、学力向上につながったと実感し 

ています。また、心身のリラックスできる時 

間や、自分のペースで学習できる時間が増 

えたことで、より学習に集中できるように 

なっています。さらに、親との触れ合いが増 

え、学習のサポート体制が強化されたとい 

う点も大きなメリットとして挙げられます。 

(生成 AI によるまとめ) 


